
『あおぞら食堂』では、学習支援・文化支援。見守り支援についてもご協力頂きたいと考えています。

市民の皆さんの得意技を将来の日本を担う子供達に伝授できたら…・! ワクワクしますよね !

我がイ圭]から、日本や世界から注目される逸材が言延生したら……・|! みんなが元気になれます。
お手本は、柔道の高藤選手 ! みんなで第 2・第 3の高藤君を夢見ませんか?

藝宦笙洟饉汎軋餡燻 =舅彦秒餃隆
日本国内には学習格差、文化格差と言う言葉があります。具体的に言えば、

経済的に学習と文化の学びの場に格差が出来てしまう場合があります。
もうひとつは地域格差です。
日本文化 0演劇・和洋音楽等に接する機会が少ない環境があります。
しかし、下野市には多種多様の部会やサークルがあり活動しています。
あおぞら食堂では、学習・文化支援の提供を頂ける支援者を募集しています。

また、地産農産品や野菜の季節感を知ってもらうために、農作業を通じて、

季節を感じて風や上と触れ合う、農業体験の支援も募集いたします。

食事の時間の前後の空いた時間に宿題をみてもらう。
土日を利用して、各種イベントを開催し文化体験・農業体験に触れさせて頂
<。 このような経験を積む機会に寄り添つて見守って頂ける高齢利用者やボ
ランティアの募集も致しております:
さらに多種多用な経験を積むチャンスがあることで、格差以上の経験と

種々様々な考え方を経験して頂き、興味を持つて集中出来る事を見つけ、

1晋来に繋がるお手伝いをお願いしたいです。
そして、願わ<ば、未来の芸術家、パフォーマー、農業就労者の為に、下野
市の金の卵達に伝授して夢を見てみませんか?
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クの研修室・調理室をお借りして行い.ます。

午後3時から調理の準備を始め、午後6時から食事を頂きます。後片付けを済ませて
午後7時30分に開館します。ボランティアはこの時間内でご都合に合わせてご参加くだ

さい。 また、食事の前後の時間を利用して、遊んだり、宿題をやつたり、おしゃべりし
たり、お茶を飲んだりして、子供達と一緒に高齢者の皆さんも楽しんでください。
※ゆうがおパ■ク

ー
住所下野市中大領087番地 (石橋地区国道352線1沿い)

NPO法 人 あ お ぞ ら食 堂  下野市市民活動補助事業認定
ご協力頂ける方はご連絡をお待ちしています。    いとう店長 日NEQRコード
携帯電話 (ショ■トメール )・ LINEでお願いいたします。   携帯 090-5197-2548


